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その他　主な議案

[議案第７８号]平成２７年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

●農業委員会事務局費の増額 ……………… 49万2千円
　　  農地法改正に伴う農地中間管理機構による担い手の農地
集積・集約化の推進に係る事務費

　※農地基本台帳の整備、耕作放棄地所有者への意志確認など

●コミュニティセンター整備事業費 ………… 1億100万円
　　コミュニティセンター化に向けて施設整備を行うもの
　　　・サンビーム日和ヶ丘（田鶴浜地区）　
　　　・中島市民センター（中島地区）
　　　・能登島総合健康センター（能登島地区）

●多面的機能支払交付金の増額 ………… 1,854万2千円
　　  対象集落の増加による増額
　※負担割合：国1／2、県1／4、市1／4

●中山間地域活性化対策事業費の増額 … 1,083万5千円
　　  取組内容の拡充に伴う交付金の増額
　※負担割合：国1／2、県1／4、市1／4

●七尾線・のと鉄道対策事業費 …………… 2,769万円
　　  ＪＲ七尾線・のと鉄道利用促進等のために駐車場を整備するもの
　※整備箇所：能登わかば農業協同組合本店跡地

●就農総合支援事業費の増額 ………………… 108万円
　　  新規就農者（研究生）の増加による助成額の増額

[議案第８６号]七尾市中心市街地観光交流センター条例について

●旧中央図書館跡地に建設中の観光交流センターの利用時
　間や入館料など、施設利用における取り決めを定めるもの

[議案第８８号]七尾市公設地方卸売市場の指定管理者の指定について

●  平成27年10月から公設地方卸売市場の運営を指定管
理にするため、その業者の指定をするもの

　※指定管理者：七尾市場管理株式会社

　七尾市議会第３回定例会は、９月７日（月）から１０月２日（金）までの会期で行われました。今定例会
では、代表質問は４名、一般質問は９名、合計１３名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、平成２７年度一般会計補正予算などの議案２1件、報告１１件（議決不要）が市長
より提出され、審査の結果、全ての議案は可決・認定され、意見書提出による議会議案２件についても可
決されました。
　今定例会で提出された請願１件については不採択となり、継続審査となっていた請願１件については
採択されました。
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９月定例会の概要

[議案第７８号]平成２７年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

●  和倉分署と田鶴浜分遣所と徳田分遣所を統合し、新庁舎
を整備するための用地と建物を取得するための費用
　　　　　　　　　　　　　　　　  …1億2,300万円

消防署庁舎統合のための
　　　　　用地及び建物を取得

購入予定建物購入予定建物

購入予定地購入予定地
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■委 員 長／山崎 智之
■副委員長／礒貝 和典
■委　　員／岡部 俊行、荒川 一義、永崎 陽、
　　　　　　桂 撤男、杉本 忠一

マイナンバーを使って手続きすることが多い市民課の窓口マイナンバーを使って手続きすることが多い市民課の窓口

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※歳入について

七尾中学校建設に係る国庫補助金の増額と教育債の減額につ
いて、その要因は。

東日本大震災の影響等で資材単価が高騰していることなどから国
庫補助金が増え、これに伴い当初予定していた教育債を減額する
もの。

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※総務費：コミュニティセンター整備事業費について

地元として色々要望がある中で、今回の補正はその中の一部だと
理解している。例えば、駐車場の整備など、残りの部分の予算措
置はする予定があるのか。

今回の予算は施設内整備にかかる費用となっている。駐車場等の
整備が必要であれば、今後の課題ということで検討していきたい。

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※消防関連について

新庁舎整備のための用地取得だが、取得の意向が示されてから
長時間が経過している。先般本会議での市長答弁では、まだ本格
的な契約に至っていないということだったが、なぜ時間がかかって
いるのか。

適正な価格で取得するため、土地については不動産鑑定、建物に
ついては建物調査を行い、それぞれの金額を算出。その金額の範
囲内で予算計上したうえで、今後所有者と交渉に入っていく。

今回取得する消防ポンプ自動車は普通免許で運転可能なのか。
また、普通免許以上の免許取得状況は。

制限いっぱいだが重量的に普通免許で運転可能。また、去年、今
年の採用者を除き、中型免許未取得者は８名。

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※マイナンバー制度について

メリットはどう考えるか。

一般的に言われていることだが、免許証に代わる身分証明証とな
る。将来的な話で言えば、他自治体においても戸籍が取れる。ま
た、連携が取れればコンビニでも同様のことができる。

個人の預金についても管理できるというシステムはいつから導入さ
れるのか。

平成３０年の１月から、本人の了解のもとで金融機関の預金口座
と連携がなされる予定。

この制度が導入されれば、住民票がいらないのでは。

社会保障関連などの手続きに住民票などが必要だが、これが不要
になる。しかし、民間利用はまだ不可なので、私的なものについては
引き続き必要となる。全ての場面でいらなくなるわけではない。

次の広報に特集を組まれる予定だが、どういった内容なのか。また、
その他の周知方法は。

１０月から番号が通知されること、１月から申請によってカードの発
行がされる旨の案内に加え、用途やメリットなどを１～２ページ程度
記載する予定。また、広報紙に加え、社会福祉協議会を通じて、各
種団体へもパンフレットを配布予定。外国の方を雇用している企
業へは英語版のものを送付しようと検討中。ホームページでも関
連情報を掲載。

カード発行数について、目標は立てているのか。

国では、８～１０％を見込んでおり、七尾市にあてはめれば４～５千
人程度になる。

マイナンバーカードは、更新が必要なのか。

２０歳以上は１０年、２０歳未満は、容姿の変化を考慮し、５年で更
新となる。

付託

議案4件
報告4件（議決不要）
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■委 員 長／山添 和良
■副委員長／高橋 正浩
■委　　員／松本 精一、伊藤 厚子、大林 吉正、
　　　　　　石川 邦彦、中西 庸介、木下 孝輝

【議案第95、96、97号】
工事請負契約の締結について
※七尾中学校の建設にかかる工事請負契約について

七尾中学校の工事請負契約の締結で創作棟・アリーナ棟の電気
設備はどうなったのか。

２８日の入札で落札者がいなかった。９月１日に公告、９月８日に再
入札の予定。

確認だが、また追加議案で創作棟・アリーナ棟の電気設備とグラウ
ンド工事が計上されるのか。

電気設備については、１億５千万円未満の予定なので議決案件
ではない。また、グラウンド工事については、分けて何本か発注をか
ける予定なので、議決案件ではない。

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※在宅育児家庭通園保育モデル事業について

在宅育児家庭通園保育モデル事業で少し確認したいのだが、認
定こども園で週２～３回の保育サービス利用支援とは、月でいうとど
んな感じになるのか。

１ケ月で８回から１２回ということになる。曜日を決めて保育サービス
を実施することになる。

何歳児でも週３回ぐらい利用できるのか。

県の要綱では、０・１・２歳児が利用できるが、０歳児は週１回、１・２
歳児になると週３回程度と回数が示されている。

【報告第29号】
法人の経営状況報告について（公益財団法人演劇のまち振興事業団）

保守・管理委託業務で、一番高いのが裏の大扉の昇降機だと思
うが、保守料はいくらぐらいか。

定期点検で２００万円ほど。

中部日本高校演劇ワークショップが毎年、演劇堂で開催され、多く
の生徒がくるが、市外で宿泊しているらしい。市内で宿泊させること
はできないのか。

事務局と協議をしながら、市内で宿泊するよう働きかけていく。

【その他】
※健康福祉部その他　生活困窮者自立支援制度について

本会議でも質問したが、この学習支援事業では、どんな方が支援
員になっているのか。また、支援を受けている子どもたちはどんな生
活環境なのか。

学習支援員は、教員のＯＢで校長経験もある。現在２名にお願いし
ている。対象の子どもの生活環境については、生活保護世帯、就
学援助世帯または児童扶養手当の受給世帯で一人親の家庭で
ある。あくまで貧困の連鎖を断ち切るということであるので、低所得
世帯の中学３年生を対象として募集している。

部長の答弁で教室方式と言っていたが、前の部長の答弁では家
庭訪問と聞いていた。どのような経緯で変更になったのか。

当初は家庭訪問方式で実施すると答弁したが、家庭訪問方式を
やめたわけではない。検討する中で、他人を家庭に入れることを拒
否する方もいる。現在も募集に際して、家庭訪問方式と教室方式
を選択できる。申し込み時に、支援員、市の担当、保護者、本人の
４者で話をする中で、家庭の中で一定の時間を過ごすよりも外へ
出て共に学んだ方がいいのではないか、同じ境遇の方がいるので
あれば、教室方式に変更したいと保護者から言われている。決して
こちらから誘導したわけではない。

能登演劇堂の大扉能登演劇堂の大扉

付託

議案5件
報告2件（議決不要）
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■委 員 長／木下 敬夫
■副委員長／佐藤 喜典
■委　　員／久保 吉彦、杉木 勉、垣内 武司、
　　　　　　高僧 弘、今田 勇雄

【議案第86号】
七尾市中心市街地観光交流センター条例について

入場料が８００円というのは妥当と考えるのか。

８００円というのは上限と考えている。その料金を下回る金額であれ
ば入場料は変更できるが、上回る金額であれば条例を改正しなけ
ればならない。たとえば、入場料５００円と条例で定めたとして、何か
特別展示などをしたときに７００円の入場料にしたいと思っても、直
ぐに入場料を変更できないので、ある程度の料金設定を考慮して８
００円とした。

【報告第25号】
法人の経営状況の報告について（株式会社七尾フラワーパーク）

旧食遊館のスペースの活用策として、イベント時に何か軽食を出
すようなことは可能なのか。

今のところは弁当やおにぎりなど単価の安いものを販売している。
必要なものは要望に応じながら対応していく。

マレットゴルフ場、パークゴルフ場が７月に完成したが、今のところ
の利用状況は。

７月に完成し、さっそく県大会も開催されるなど利用状況は良好。
以前からあるグラウンドゴルフ場などを含めて、昨年から比べても全
体的に２５％増の利用状況になっている。

せっかく投資した施設なので大いに利用してほしい。

完成後は市民以外にも、中能登町や氷見市の方 も々この施設を利
用している。今後もサービス面など考慮しながら利用拡大に努める。

【議案第78号】
平成27年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
※農林水産業費：中山間地域直接支払交付金について

５７地区から５３地区に減った理由は。

地元の申請に基づいて行う事業で、人手不足や調整不足で対応
できない地区が出てきた。事業を途中で終えると全額返金にもなり
うるので、地元総意のもとで減っている。　

対応できない地区には、いろいろと指導してやっていけないのか。

農家の高齢化などで大変苦しいところもある。隣の地区の方と連
携して事業を進める「集落協定」という方法もある。そのような方法
なども含めて指導・周知していく。

【議案第89号】
公有水面埋立諮問について
※庵、鵜浦、太田新線道路について

この道路整備について、長い年月が掛かっているが、一日も早い
完成を望んでいる。

県の方にも、強く早期完成に向けた要望をしていく。地元の方々に
もご協力いただくよう伝えている。

若干、用地買収が残っているのは難しいことなのか。

県の事業ではっきりしたことは分からないが、護岸工事の関係で少
し用地買収が遅れていると聞いている。

早期完成を求めて用地買収に失敗しても困るため、いろいろと県
と協力していく必要があると思うのでしっかりとフォローしてほしい。
※要望のため答弁なし

中心市街地観光交流センター　イメージ図中心市街地観光交流センター　イメージ図

付託

議案5件
報告3件（議決不要）
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嶋
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が
地

域
の
方
と
触
れ
合
う
中
で
社
会
性
を
身
に
つ
け

る
人
間
形
成
の
場
に
も
な
る
。今
後
、
七
尾
中
学

校
統
合
協
議
会
に
提
案
し
て
い
く
。何
よ
り
も
、

バ
ス
事
業
者
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
同
様
の
利
便

性
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
、
新
路
線

の
導
入
な
ど
十
分
に
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
統

合
協
議
会
に
も
提
案
・
相
談
し
て
い
き
た
い
。

通
学
に
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
！

桂 撤男議員

観
光
地
と
し
て
の

今
後
の
対
応
は
!?

荒川 一義議員
荒
川
議
員　

今
年
11
月
に
石
川
県
は
、
複
数
の
文

化
財
を
ま
と
め
て
石
川
の
魅
力
発
信
に
活
用
す

る「
い
し
か
わ
歴
史
遺
産
」の
認
定
を
行
う
。認
定

基
準
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
、
風
習
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
。七
尾
市
か
ら
も

応
募
し
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
応
募

し
た
の
か
。そ
し
て
、
こ
の
認
定
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
期
待
す
る
の
か
。ま
た
、
畠
山
文
化
に
ゆ

か
り
の
あ
る
関
係
市
町
と
連
携
し
、
歴
史
文
化
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
活
性
化
策
な
ど
、
新
し
い

取
り
組
み
は
出
来
な
い
の
か
。

近
江
教
育
長　

七
尾
市
で
は
今
回
「
七
尾
城
が
語

る
能
登
の
戦
国
物
語
」「
能
登
立
国
１
３
０
０
年

と
香
嶋
津
」「
唄
う
、踊
る
、崇
め
る
七
尾
の
祭
礼
」

の
３
件
を
応
募
。い
し
か
わ
歴
史
遺
産
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
ふ
る
さ
と
教
育
や

関
係
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
が
促
進
さ
れ
、
文

化
財
と
観
光
が
連
携
し
た
歴
史
遺
産
と
し
て
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
期
待
し
て
い

る
。ま
た
、今
現
在
、能
登
一
円
に
畠
山
文
化
を
象

徴
す
る
能
登
畠
山
氏
の
家
臣
の
居
城
が
点
在
し

て
お
り
、
能
登
の
４
市
５
町
の
文
化
財
保
護
審
議

会
お
よ
び
各
教
育
委
員
会
事
務
局
で
組
織
す
る

能
登
文
化
財
保
護
連
絡
協
議
会
に
、
今
後
何
か
取

り
組
み
は
出
来
な
い
か
提
案
し
て
い
き
た
い
。

桂
議
員　

①
新
幹
線
や
能
越
道
な
ど
に
よ
る
効

果
で
多
く
の
観
光
客
が
金
沢
や
能
登
に
訪
れ
て

い
る
が
、
こ
の
効
果
を
持
続
す
る
の
が
大
変
。市

内
の
観
光
も
連
携
し
な
が
ら
回
遊
性
を
高
め
、
七

尾
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
。今
後
の
方
策
は
あ
る
の
か
。②
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
れ
ば
、
市
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
核
と
な
る
施
設
に
な
る
が
、
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
か
。ま
た
、
愛

称
を
つ
け
る
考
え
は
な
い
の
か
。

不
嶋
市
長　

①
現
在
は
何
も
し
な
く
て
も
お
客

さ
ん
が
く
る
状
態
。こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
丁

寧
な
対
応
や
お
も
て
な
し
の
心
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
事
。足
元
を
見
る
形

で
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
な
対
応
で
は
ダ
メ
。観

光
事
業
者
に
は
、
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
対
応

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
、

回
遊
性
の
向
上
に
向
け
、
歩
道
や
サ
イ
ン
看
板
の

整
備
の
ほ
か
に
観
光
案
内
所
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

②
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
展
示
室
に
花
嫁
の

れ
ん
を
展
示
し
、
花
嫁
の
れ
ん
く
ぐ
り
体
験
を
行

う
な
ど
歴
史
や
文
化
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
物

販
ス
ペ
ー
ス
で
は
地
域
の
特
産
物
を
販
売
し
た

り
し
て
、
観
光
地
と
し
て
の
情
報
発
信
を
行
う
。

愛
称
は
、
公
募
す
る
こ
と
も
含
め
て
地
域
の
方
と

相
談
し
て
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

歴
史
遺
産
で

地
域
活
性
化
を
！

七尾高校前の道路

北陸新幹線

城山・本丸跡地

代表質問（等政会） 七尾中学校の遠距離通学の対応について

代表質問（灘会） 新幹線開業・能越道開通の効果について

代表質問（礎） いしかわ歴史遺産と能登畠山文化について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
七
尾
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と 

創
生
総
合
戦
略

■
郵
便
局
と
の
新
た
な
連
携
策 

■
生
涯
活
躍
の
ま
ち
と
七
尾
市
応
援
隊

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現 

■
消
防
力
の
充
実
整
備

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
創
生
七
尾
盤
総
合
戦
略 

■
新
た
な
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み 

■
七
尾
駅
隣
接
用
地
の
取
得

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
総
合
教
育
会
議
の
設
置 

■
消
防
救
急
体
制
の
整
備
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一般質問 平和を守る取り組みについて 山添 和良議員（市民クラブ）
山
添
議
員　

今
年
は
戦
後
70
年
、「
第
二
能
登
丸

の
遭
難
」
に
つ
い
て
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上

げ
、
テ
レ
ビ
の
特
番
や
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
。証
言
や
地
域
に
残
る
資
料
も
増
え
た

の
で
、整
理
、展
示
、活
用
す
る
た
め
市
内
の
図
書

館
に
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
か
。ま
た
、
地
域
教
材
で「
第
二
能
登
丸
の
遭

難
」
を
授
業
な
ど
に
生
か
し
て
い
く
考
え
は
な
い

の
か
。

岡
野
総
務
部
長　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
平
和
写

真
パ
ネ
ル
展
で
は
戦
後
70
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ま
た「
第
二
能
登
丸
の
遭
難
」と
題
し
た
紙
芝

居
の
反
響
も
あ
り
、
昨
年
の
２
倍
近
く
の
来
場
が

あ
っ
た
。現
在
は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
常
設
は
難

し
い
が
、
引
き
続
き
戦
争
の
悲
惨
さ
な
ど
に
つ
い

て
は
啓
発
し
て
い
く
。

近
江
教
育
長　

今
年
の
平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
で

は
、
１
９
８
４
年
当
時
の
小
丸
山
小
学
校
６
年
生

が
作
成
し
た
紙
芝
居
「
第
二
能
登
丸
の
遭
難
」
の

展
示
や
市
内
小
中
学
校
の
平
和
に
関
す
る
作
品

が
展
示
さ
れ
た
が
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
よ
う
に

第
二
能
登
丸
の
資
料
は
大
変
少
な
い
の
が
現
状
。

し
か
し
、「
第
二
能
登
丸
の
遭
難
」を
地
域
教
材
と

し
て
活
用
し
、
地
域
の
貴
重
な
戦
争
体
験
を
語
り

継
い
で
、
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
極
め
て
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

第
二
能
登
丸
の
遭
難
を

地
域
教
材
に
！

一般質問 七尾城の復元について 久保 吉彦議員（等政会）

七尾城ＣＧ画像

久
保
議
員　

七
尾
城
は
、
日
本
五
大
山
城
の
一
つ

と
し
て
、
能
登
の
顔
に
な
っ
て
お
り
、
能
登
の
政

治
、
文
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。改
め
て
、
能
登

畠
山
氏
へ
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。ま
た
、

今
年
は
観
光
客
も
増
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

要
請
も
昨
年
の
数
を
既
に
上
回
っ
て
い
る
状
況
。

七
尾
城
復
元
Ｃ
Ｇ
も
完
成
し
、
土
地
も
取
得
し
、

今
後
は
復
元
計
画
を
盛
り
込
み
、
調
査
整
備
を
実

施
し
て
い
く
予
定
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
段
階
を
踏

ん
で
、何
年
か
け
て
復
元
し
て
い
く
の
か
。

近
江
教
育
長　

能
登
畠
山
氏
は
、
室
町
時
代
の
戦

国
期
に
能
登
の
国
を
治
め
た
大
名
で
、
七
尾
城
や

城
下
町
、
畠
山
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
長
谷
川
等
伯

な
ど
、
能
登
の
礎
を
築
い
た
人
物
だ
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
情
報
発
信
を
し
て
い

く
。ま
た
、
本
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３

カ
年
で
七
尾
城
跡
保
存
活
用
計
画
を
作
成
し
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
国
や
県
、
専
門
家
、
地
元
の

方
々
な
ど
に
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、整
備
を
実
施
し
て
い
く
。こ
の
整
備
は
、腰
を

据
え
て
取
り
組
む
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
考

え
て
お
り
、
当
面
は
来
訪
者
に
対
し
て
、
利
便
性

を
図
る
便
益
施
設
な
ど
の
整
備
を
順
次
行
っ
て

い
く
。

一
日
も
早
い

七
尾
城
の
復
元
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
フ
ィ
ル
ム･

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

■
コ
ロ
サ
ス
キ
ー
場
の
キ
ッ
ズ
リ
フ
ト
の
設
置

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
市
の
シ
ン
ボ
ル 

■
松
の
保
護
、再
生

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
取
り
組
み
総
括

■
か
き
殻
の
活
用

代表質問（市民クラブ）林業振興について 佐藤 喜典議員
佐
藤
議
員　

①
七
尾
市
中
島
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
利
活
用
し
て
、
林
業
の
技
術
者

を
養
成
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

②
森
林
お
よ
び
林
業
従
事
者
が
社
会
一
般
の
生

活
水
準
に
見
合
っ
た
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た

め
の
施
策
は
あ
る
の
か
。③
七
尾
市
の
林
業
の
活

性
化
と
雇
用
の
創
出
か
ら
も
、
木
材
の
有
効
活
用

を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
長
の

考
え
は
。④
私
有
林
の
整
備
は
難
し
い
が
、
荒
廃

す
る
市
内
の
山
林
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

①
こ
の
施
設
で
人
材
育
成
に
よ
る

使
用
実
績
は
過
去
に
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
県
の
林

業
人
材
育
成
研
修
を
受
講
し
た
市
民
も
い
る
。国

や
県
の
様
々
な
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
周
知
を
図
っ
て
い
く
。②
今
後
就
業
者
を
増
や

す
に
は
、
高
性
能
の
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
の
ほ

か
、
コ
ス
ト
縮
減
や
森
林
管
理
費
の
軽
減
な
ど
も

大
事
。生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
林
業
全
体
の
収
益

が
増
え
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。③
七
尾
市
は
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
間

伐
な
ど
を
行
い
、
木
材
市
場
に
搬
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
七
尾
産
材
を
使
用
し
た
住
宅
へ
の
補
助
制

度
も
設
け
て
い
る
。④
県
、市
、森
林
組
合
と
所
有

者
が
協
力
し
て
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
取
り
入

れ
な
が
ら
保
全
な
ど
に
努
め
、
制
度
の
積
極
的
な

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

林
業
を

よ
り
活
性
化
せ
よ
！

市内の山林

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ぽ
い
捨
て
等
を
禁
止
す
る
条
例 

■
看
護
師
の
確
保 

第二能登丸が遭難した海
（能登島佐波町）
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検 索七尾市議会

一般質問 万行土地区画整理事業について 山崎 智之議員（市民クラブ）
山
崎
議
員　

も
と
も
と
平
成
22
年
度
完
了
予
定

だ
っ
た
万
行
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
経
済
状
況

な
ど
に
よ
り
保
留
地
処
分
・
事
業
完
了
が
達
成
で

き
な
い
見
通
し
で
、
今
年
度
ま
で
計
画
延
長
さ
れ

て
い
た
。①
こ
の
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
行
政

の
認
識
は
。②
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
保
留
地
処
分

の
迅
速
化
を
進
め
る
う
え
で
、
組
合
に
対
し
て
行

政
と
し
て
の
指
導
体
制
は
。③
事
業
延
長
の
場

合
、
今
後
は
具
体
的
に
事
業
完
了
、
組
合
解
散
に

向
け
た
工
程
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
指
導
や
支

援
な
ど
で
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

清
田
建
設
部
長　

①
保
留
地
の
販
売
不
振
に
よ

り
事
業
費
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
事
業
完
了

で
き
な
い
最
大
の
原
因
。販
売
価
格
も
周
辺
地
と

格
差
が
あ
る
。今
後
は
支
出
の
削
減
を
進
め
、
他

の
宅
地
販
売
価
格
と
競
争
で
き
る
水
準
に
し
た

う
え
で
保
留
地
販
売
の
努
力
が
必
要
。②
組
合
の

役
員
定
数
は
、
現
在
理
事
20
名
か
ら
13
名
に
。事

業
の
進
捗
に
応
じ
た
組
織
の
適
正
化
を
図
っ
て

い
る
。組
合
の
部
会
で
増
員
し
な
が
ら
保
留
地
の

販
売
促
進
強
化
に
向
け
て
指
導
を
し
て
い
く
。③

事
業
確
保
に
保
留
地
販
売
は
不
可
欠
で
、
組
合
自

身
の
自
助
努
力
も
必
須
。現
行
の
定
住
促
進
住
宅

取
得
奨
励
金
な
ど
の
制
度
の
活
用
に
加
え
て
、
企

業
訪
問
等
を
行
い
、
組
合
と
協
力
し
な
が
ら
販
売

促
進
に
努
め
て
い
く
。

早
期
の
保
留
地
処
分
を

目
指
せ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
無
戸
籍
者
の
対
応 

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

■
マ
ダ
ニ
対
策

一般質問 移住定住促進について 高橋 正浩議員（礎）
高
橋
議
員　

石
川
県
や
能
登
は
魅
力
的
な
地
域

で
あ
る
こ
と
が
全
国
的
に
浸
透
し
つ
つ
も
、
具
体

的
な
提
案
が
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
課
題
が
あ

る
。そ
こ
で
、
総
合
的
な
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
具
体
的
な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
様
々
な
自
治
体
で
行
わ
れ

て
お
り
、
移
住
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
行
政
の
枠

を
超
え
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

七
尾
市
も
移
住
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
移
住
者
に
対
し
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー

ト
や
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
人
口
減
少
対
策
の
手
立
て
を
講
じ
、
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
七
尾
市
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

岡
野
総
務
部
長　

移
住
希
望
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

一
貫
し
て
行
う
た
め
に
は
、
幅
広
い
知
識
と
豊
富

な
人
脈
が
必
要
。し
か
し
、
優
れ
た
人
材
の
確
保

や
継
続
的
な
財
政
負
担
と
い
っ
た
こ
と
も
課
題

と
し
て
あ
る
。現
在
は
、
移
住
前
か
ら
移
住
後
ま

で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
民
間
団
体
が
す

で
に
あ
る
た
め
、
そ
こ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
移
住
希
望
者
へ
の
対
応
に
一
義
的
に
努
め
て

い
き
た
い
。

移
住
者
に
切
れ
目
の
な
い

サ
ポ
ー
ト
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
総
合
戦
略
の
立
案
と
実
行
の
あ
り
方

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

万行土地区画整理事業

市内の空き家

一般質問 直木賞作家の杉森久英について 伊藤 厚子議員（無会派）
伊
藤
議
員　

先
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
毎
週
日
曜

日
の
放
送「
天
皇
の
料
理
番
」と
い
う
番
組
が
、
高

視
聴
率
の
う
ち
に
終
了
し
、
感
動
を
与
え
た
。こ

の
作
品
の
原
作
者
は
、
七
尾
市
生
ま
れ
の
直
木
賞

作
家
・
杉
森
久
英
氏
で
あ
る
。フ
ァ
ン
の
方
や
観

光
客
に
七
尾
市
へ
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
ま

た
市
民
で
知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
た
め
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
杉
森
久
英
氏

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
寄
付
い
た
だ
い
た
杉
森
久
英
記
念
文
庫
は

現
在
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
。こ
の
機
会

に
、
図
書
館
に
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
作
品
を

並
べ
て
み
て
は
ど
う
か
。

近
江
教
育
長　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
蔵

書
検
索
や
予
約
で
き
る
も
の
で
、
杉
森
久
英
記
念

文
庫
の
紹
介
は
し
て
い
る
が
、
個
人
を
紹
介
す
る

ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。今
後
は
、
杉
森
久
英
氏
を
研

究
す
る
市
民
団
体
の
研
究
成
果
な
ど
取
り
ま
と

め
た
も
の
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
さ

せ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、
記
念
文
庫
は

現
在
、
旧
有
隣
保
育
園
で
遺
品
の
日
記
や
取
材

ノ
ー
ト
な
ど
を
収
蔵
し
、
書
斎
の
一
部
を
復
元
し

な
が
ら
展
示
し
て
い
る
。中
央
図
書
館
で
は
ド
ラ

マ
放
映
に
あ
わ
せ
著
書
や
遺
品
な
ど
を
特
別
展

示
し
た
。今
後
も
調
査
研
究
を
重
ね
、
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ
て
い
く
。

杉
森
久
英
氏
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
七
尾
市
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と 

創
生
総
合
戦
略

■
い
し
か
わ
文
化
振
興
条
例

■
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

杉森久英記念文庫
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

一般質問 市道管理について 永崎 陽議員（灘会）
永
崎
議
員　

①
道
路
脇
の
除
草
な
ど
の
美
化
活

動
を
行
う
団
体
と
契
約
し
て
景
観
形
成
に
努
め

る
ア
ド
プ
ト
制
度
を
市
と
し
て
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
の
か
。②
市
道
の
安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク

の
一
つ
と
し
て
、
市
道
は
ほ
と
ん
ど
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
が
主
流
で
、修
繕
に
は
オ
ー
バ
レ
イ（
※
１
）

や
パ
ッ
チ
ン
グ（
※
2
）な
ど
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う

な
判
断
基
準
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、
除

草
対
応
で
、
沿
線
住
民
や
町
会
な
ど
に
積
極
的
に

協
力
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

清
田
建
設
部
長　

①
石
川
県
で
は
ア
ド
プ
ト
制

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
幹
線
道

路
の
除
草
は
業
務
委
託
、
そ
の
他
の
道
路
管
理
は

町
会
に
道
路
愛
護
事
業
と
い
う
こ
と
で
原
則
お

願
い
し
て
お
り
、
町
会
に
年
一
回
活
動
の
報
奨
金

を
支
払
っ
て
い
る
状
況
。②
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
、
破
損
状
況
を
確
認
し
、
ひ
び
割

れ
率
が
40
％
を
超
え
る
区
間
は
舗
装
の
打
ち
か

え
、オ
ー
バ
レ
イ
を
順
次
実
施
。パ
ッ
チ
ン
グ
の
補

修
は
明
確
な
基
準
が
な
く
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
会

の
要
望
な
ど
で
現
地
確
認
し
、
安
全
確
保
に
支
障

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
実
施
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。ま
た
、
除
草
に
つ
い
て
は
、
町
会
等
の
協

力
は
不
可
欠
で
、
道
路
愛
護
事
業
で
お
願
い
し
て

い
る
。今
後
は
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
も
対
応
が

出
来
な
い
か
、財
政
支
援
も
含
め
て
検
討
す
る
。

道
路
管
理
の
点
検
を

し
っ
か
り
と
！

一般質問 能越自動車道について 杉木 勉議員（灘会）

七
尾
・
田
鶴
浜
間
の

早
期
事
業
化
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
農
地
圃
場
整
備

■
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
係
留
対
応

■
半
島
振
興
法 

■
特
定
空
き
家
対
策

道路際の除草した後

能越自動車道

杉
木
議
員　

能
越
自
動
車
道
七
尾
氷
見
道
路
が

全
線
開
通
し
、
今
年
の
Ｇ
・
Ｗ
の
交
通
量
は
昨
年

よ
り
倍
増
、
お
盆
も
約
８
割
増
。北
陸
新
幹
線
開

業
も
相
ま
っ
て
、
能
登
地
域
全
体
の
観
光
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。し
か
し
、
田
鶴
浜
か
ら

七
尾
イ
ン
タ
ー
間
が
未
事
業
の
た
め
、
非
常
に
不

便
。こ
の
区
間
が
出
来
る
と
観
光
面
で
は
も
ち
ろ

ん
、
大
呑
地
区
や
徳
田
地
区
ま
で
の
救
急
車
や
消

防
車
の
移
動
が
速
く
な
り
、
能
登
病
院
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
良
く
な
る
。七
尾
市
に
と
っ
て
、
こ
の
区

間
の
事
業
化
を
国
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
要
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、市
長
の
考
え
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

七
尾
イ
ン
タ
ー
や
城
山
イ
ン
タ
ー

で
降
り
る
と
市
内
に
は
数
多
く
信
号
機
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
能
登
き
っ
て
の
関
所
が
出

来
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。こ
の
区
間
の
事
業
化
に

向
け
て
、
７
月
に
経
済
界
や
議
会
、
町
会
な
ど
と

と
も
に
要
望
活
動
で
国
交
省
へ
出
向
い
た
。こ
の

区
間
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
七
尾
に
限
ら
ず
能

登
全
体
に
能
越
自
動
車
道
の
波
及
効
果
が
生
ま

れ
、
観
光
に
よ
る
移
動
や
救
急
車
な
ど
の
時
間
短

縮
に
も
な
り
、
そ
の
効
果
は
一
目
瞭
然
だ
と
訴
え

て
き
た
。石
川
県
に
も
オ
ー
ル
能
登
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
の
後
押
し
を
お
願
い
し
て
い
る
。年

度
末
に
国
の
予
算
編
成
も
あ
り
、
あ
と
も
う
一
押

し
と
い
う
こ
と
で
、
再
度
要
望
活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

※1  オーバレイ  …コンクリート舗装の上に３cm以上の厚さでアスファルト混合物を舗設する修繕工事
※2  パッチング  …路面に生じたひび割れ部分にアスファルト混合物などで穴埋めしたりすること

一般質問 特殊詐欺被害への対策について 木下 敬夫議員（礎）
木
下
議
員　

全
国
的
に
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
え
、

昨
年
の
年
間
被
害
額
は
５
６
５
億
５
千
万
円
と

な
り
、過
去
最
高
。石
川
県
は
昨
年
、４
億
円
近
く

の
被
害
、
七
尾
市
は
８
件
で
５
２
０
万
円
ほ
ど
。

今
年
の
市
内
で
の
被
害
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
高
く
特
に
女
性
の
被

害
が
多
い
よ
う
だ
が
、
七
尾
市
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
の
か
。そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
通
話
録
音
機
が
全
国
的
に
増
え
、
効
果
も
出

て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。県
内
で
は
、
小
松

市
が
貸
し
出
し
を
始
め
た
。七
尾
市
と
し
て
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

前
田
市
民
生
活
部
長　

今
年
の
市
内
の
被
害
は
、

７
月
現
在
で
８
件
の
１
，
６
５
０
万
円
。市
で
は
、

警
察
署
や
七
尾
鹿
島
防
犯
協
会
と
連
携
し
て
、
振

り
込
め
詐
欺
の
防
犯
講
習
を
し
た
り
、
金
融
機
関

や
配
送
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
店
頭
で
の
声
掛

け
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
し
た
り
し
て
、
特
殊
詐

欺
被
害
の
撲
滅
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今

後
は
、
通
話
録
音
機
が
被
害
防
止
に
大
変
効
果
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
設
置
に
向
け
て

先
進
地
の
状
況
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

特
殊
詐
欺
被
害
の

具
体
的
な
防
止
策
は
!?

電話する様子

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
七
尾
城
跡
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決算審査特別委員会
平成 26 年度歳入歳出の決算について平成 26 年度歳入歳出の決算について

　決算審査特別委員会に付託を受けた議案について審査した結果、
主に下記内容が議論されました。

付託

議案4件
■委 員 長／石川 邦彦　■副委員長／杉木 勉
■委　　員／桂 撤男、松本 精一、久保 吉彦、山崎 智之、高橋 正浩

生活保護費について

年々の保護世帯は増えていると思う。その中で生活困窮者自立支援
について、高齢者に対しての自立支援は難しいと思うが、いかがか。

被保護者の推移としては、２５年度末で１８４名、２６年度末で１６９
名と減少。４月１日から生活困窮者自立支援法が施行され、これに
伴い生活困窮者の相談窓口を設けることになった。昨年既にモデ
ル事業として行い、社会福祉協議会に窓口を設置し、主任相談
員、相談支援員、就労支援員の３名を配置。現在はミナ.クルに設
置し、相談状況は、１０月１日から３月末で、実相談者数４３名、延べ
件数では４４７件。これは就労に繋げることが主な目的であるため、
高齢者の方はやむを得ず生活保護に移行する場合もある。

人数が減ったのは、認定が厳しくなったのか、生活改善されたのか。

申請自体が減ってきている。昨年度中に廃止に関しては、１０名が亡くなった。
その他、就労等により収入を確保できた方が９名と、自立されている方もいる。

保育力向上支援事業費について

子育て応援サービス券の利用実績が、発行数に対して約１／３と
低く思うが、１年間で使い切らずにいるからか。利用者が使いづら
いのか、要因をどう考えるか。

一時預かり、病児病後児預かり保育などで、就学前までの間に使
うことができ、１年間で全て使わなくていい。

近年の利用実績は。

昨年度は2,108枚、その前年は、340件交付で2,600枚の利用実績だ。

概ねそのようなものだろう。となれば事業全体を見て、実績が１／３しか
ないということは、使いにくいものなのではないかと思うが、いかがか。

金券と同様な使い方ができればよいのかもしれないが、子育てに
不安が無ければ利用が無くてもよいのかとも思う。昨年度、ファミ
リーサポートセンターにも利用できるよう対象施設の拡大も行って
いる。今後もそういったところを考えながら進めたい。災害対策費について

備蓄品など購入費は、賞味期限が切れたものや切れそうなものなどを
補充する感じでいいのか。

そのとおり。必要なものを補充する形で賞味期限がきれそうなもの
については補充することになる。

賞味期限の切れたものはどのように廃棄するのか。

賞味期限が切れる前に、地域の防災訓練などで非常食として使っ
たりしてもらう。

地区などで管理しているものはいいが、市役所で管理するたくさんの
備蓄品などは、東京都のように学校などへ配布して非常食を使った防
災教育等を出来ればいいと思うが、その辺を検討していただきたい。

各地区にかかわらず、学校等へも周知して対応していきたい。

地籍調査事業について

この調査は国が進めているもので、いろいろと利便性があるが、これ
は全市に渡って調査するものなのか。

県内で地籍調査事業を行っていないのが七尾市と珠洲市。県から
要請のあった国土交通省の実施する基本調査の区域について、
地籍調査を実施するように依頼があり、調査を実施した。現在は市
内調査区域の３５ヘクタールのうち、つつじが浜の６ヘクタールが終
了し、今後10年間かけて３５ヘクタールについて完了する予定。

先の長い事業だが、他の地域は手をつけないのか。

今年度はつつじが浜の現地調査となぎの浦について、素図作成
業務があって、順次津向町の一部、小島町の一部、つつじが浜、な
ぎの浦の３５ヘクタールの地籍調査を１０年間かけて行い、その後
他の地域について検討していきたい。

報告2件（議決不要）

礒貝 和典議員（無会派）
礒
貝
議
員　

七
尾
市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ

化
方
式
を
平
成
34
年
度
で
廃
止
し
、
新
た
な
ご
み

焼
却
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
ご
み
袋
の
価
格
が
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
方
式

を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
間
で
大
き
く
差
が
あ

る
。七
尾
市
で
大
が
60
円
（
他
自
治
体
は
50
〜
30

円
）、中
が
45
円（
他
自
治
体
は
30
〜
20
円
）、小
が

30
円（
他
自
治
体
は
12
〜
10
円
）で
あ
る
た
め
、
今

後
は
大
を
40
円
、
中
を
20
円
、
小
を
10
円
に
値
下

げ
出
来
な
い
の
か
。ま
た
、
新
し
く
建
設
す
る
一

般
焼
却
施
設
に
移
行
し
た
ら
、
焼
却
費
用
は
軽
減

さ
れ
る
の
か
。

前
田
市
民
生
活
部
長　

ご
み
袋
の
価
格
は
、
Ｒ
Ｄ

Ｆ
化
方
式
の
処
理
費
用
の
３
分
の
１
程
度
の
負

担
と
し
、
現
在
の
市
民
負
担
は
３
分
の
１
を
超
え

て
い
な
い
た
め
、
値
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。新

し
い
施
設
が
稼
働
し
、
処
理
費
用
な
ど
が
明
確
に

な
っ
た
時
点
で
ご
み
袋
の
価
格
が
検
討
さ
れ
る

も
の
と
考
え
る
。ま
た
、
新
し
い
施
設
の
稼
働
予

定
で
あ
る
平
成
35
年
度
で
焼
却
費
用
を
比
較
す

る
と
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
方
式
の
ま
ま
だ
と
年
間
８
億
円

で
可
燃
ご
み
１
㎏
あ
た
り
約
80
円
の
処
理
費
用

に
な
る
。そ
れ
を
新
し
い
施
設
に
変
更
す
る
と
、

年
間
４
億
円
で
可
燃
ご
み
１
㎏
あ
た
り
40
円
の

処
理
費
用
と
な
り
、
約
半
分
の
処
理
費
用
が
軽
減

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ご
み
袋
の

料
金
値
下
げ
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
版
総
合
戦
略

■
教
科
書
採
択 

■
介
護
報
酬
費
下
げ

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

■
就
学
援
助
制
度

市内のごみ袋

一般質問 ごみ袋について

※  平成２６年度歳入歳出の決算の概要については、七尾ごころ（広報ななお）１２月号に掲載されます。
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「市民と議会との懇談会」
　５月２０日（水）～２２日（金）の３日間にわたり市内９カ所で「市民と議会との懇談会」を行ない、
多数の市民の方にご参加いただき誠にありがとうございました。各会場において、数多くの意見や
質問が出たことにより、その内容を少しでも七尾市に反映してもらうべく、議会として行政に対し
積極的に投げかけさせていただきました。結果、以下のように行政側からの回答が提出されました。

開催場所 ５月２０日 （水） 田鶴浜公民館、中島公民館、能登島公民館
 ５月２１日 （木） 矢田郷公民館、西岸公民館、北大呑公民館
 ５月２２日 （金） 和倉公民館、徳田公民館、西湊公民館

地域の課題解決に向けて地域住民が協力連携して自主的に活
動するのが地域づくり協議会で、その活動拠点がコミュニティセ
ンターである。

A. イノシシ捕獲で、今年度は捕獲檻１５基を追加（市全体で６５基）
し、被害拡大の防止に努めている。また、クマ被害対策では、大呑
崎山地区に１０台の監視カメラと捕獲檻６基を設置した。サル被
害も増えており、捕獲檻などを使って駆除に努める。

A.

関係部署と連携を図りながら、現地調査を行った上で助言や勧
告、命令、戒告など、段階を踏まえてしっかりと対応していく。

A.

コミュニティセンターと地域づくり協議会のあり方についての
説明を。

Q. イノシシなどの鳥獣被害対策として、防ぐことより減らすことも
必要だと思うが。

Q.

危険な空き家に対し、解決に向けて行政も積極的に関わって
ほしい。

Q.

田鶴浜～七尾間について、新規事業化に向けた準備は整ってお
り、早期事業化を求めて国に対して強く要望しているところで、
今後も継続して要望する。

七尾市では、市内の産業と結び付く企業を標的として企業誘致
を行っている。北陸新幹線や能越道の開通を契機に「七尾の地
域資源、豊かな里山里海」や「安全・安心な生活環境」などをＰＲ
して企業誘致に努める。

子育て世代への支援として、多子世帯の保育料の軽減など、こ
れまでの支援策を継続して行っていく。
※  特定不妊治療の助成、出産祝金、子ども医療費給付事業、賃
貸住宅家賃助成　など

今年度設置の「七尾市通学路安全推進会議」で優先的に協議
し、来年度の予算要求に盛り込む予定。具体的に、街灯の整備や
速度規制、自転車通行帯の整備などを検討している。

昨年は、国の交付金の景観形成作物助成でコスモスなどを水
田に作付けしたが、今年は食糧自給率や農家所得向上に繋がら
ない理由で、その助成が廃止され、新たに飼料用米や野菜の作
付けに対して産地交付金を優先的に配分している。

石川県の圃場整備の予算は前年と比べて横ばい。県にしても
中能登土木管内にしても事業を進めているが、全体的に早期完
成を目指すには十分な予算がついてない。市としても県に対し
早期完成をお願いしている状況である。

A.
A.

A.

A.

施設の老朽化の度合いや形状などで利活用が見込めないもの
は、安全な維持管理に努め、計画的に解体を進めていきたい。

A. 市内には１９０地域で自主防災組織が結成され、市防災士育成
計画上、全ての組織に１名以上の配置を目標に、現在８２人が登
録。防災士資格取得のための受講料については、市と県が全額
補助しており、補助金の増額は今のところ考えていない。

A.

A.

A.

能越自動車道七尾区間の事業決定は？Q.
新しい企業誘致の考えはあるのか。Q.

医療費など若者に優遇する対策を願う。Q.

七尾中学校の通学路に対する安全対策は？Q.

施設の見直し、統廃合などを進めるうえで、交付金が減ってく
る状況で膨大な費用で放置される可能性もあり危険。安全対
策等をしっかり考えよ。

防災士育成の補助金を増額できないか。

Q.
Q.

休耕田の利活用として、補助金の使い方が間違っているのでは。

耕地整理の進捗状況が悪い。もっと予算を付け、促進してほしい。

Q.

Q.

［主な質問］

議会報告会の様子議会報告会の様子

※  10月中にも市民と議会との懇談会を開催し、各種団体の
方々にも、数多く参加していただきました。
ありがとうございました。
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　七尾市議会では、全ての委員会の任期が２年で人
員の入れ替えを行っております。我々議会だより編集
委員会は、今回の「議会だより」の発行をもって任期
の２年となり、改選となります。この２年間、荒川委
員長、高橋副委員長、久保委員、岡部委員とともに、
この「議会だより」の編集に携わることができ、とて
も有意義な時間を過ごすことができました。皆さま、
ご愛読いただき誠にありがとうございました。次の議
会だより編集委員会のメンバーになりましても、引き
続き「議会だより」をご愛読いただきますよう、よろ
しくお願い申し上げます。
 議会だより編集委員会　杉木　勉

編 集 後 記

 9月  4日 議会運営委員会

 7日 平成27年度第３回定例会（～10月2日）

10月  1日 七尾市自治功労者表彰式

 3日 七尾市社会福祉大会

 4日 七尾中学校建設工事起工式

 5日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会議員協議会
・議会定例会 および のと鉄道利用促進協議会総会

11日 丸亀市合併10周年記念式典

13日 石川県後期高齢者医療広域連合議会定例会

14日 新焼却炉建設に伴う先進地視察
（総務企画常任委員会ほか）

15日 総務企画常任委員会

21日 議会運営委員会

22日 市民と議会との懇談会（28,30日にも開催）

29日 能越道七尾区間提言活動
（産業建設常任委員会ほか）

議 会 の 動 き

平成27年第3回定例会採決結果一覧表

議　案　名 採決結果
議　案
第78号 平成27年度七尾市一般会計補正予算（第３号） 可決

議　案
第79号 平成27年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第80号 平成27年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決

議　案
第81号

平成27年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正予
算（第2号） 可決

議　案
第82号 七尾市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第83号

七尾市半島振興対策実施地域における固定資産税の特例
に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第84号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第85号

七尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決

議　案
第86号 七尾市中心市街地観光交流センター条例について 可決

議　案
第87号 七尾市下水道条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第88号 七尾市公設地方卸売市場の指定管理者の指定について 可決

議　案
第89号 公有水面埋立諮問について 可決

議　案
第90号 財産の取得について　※消防ポンプ自動車2台 可決

議　案
第91号

平成26年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定

議　案
第92号 平成26年度七尾市水道事業会計決算の認定について 認定

議　案
第93号 平成26年度七尾市病院事業会計決算の認定について 認定

議　案
第94号

平成26年度七尾市水道事業会計未処分利益剰余金の処分
について 可決

＝全会一致　　 ＝賛成多数　　 ＝賛成少数

議　案　名 採決結果
議　案
第95号

工事請負契約の締結について
※七尾中学校の建設にかかる工事請負契約 可決

議　案
第96号

工事請負契約の締結について
※七尾中学校の建設にかかる工事請負契約 可決

議　案
第97号

工事請負契約の締結について
※七尾中学校の建設にかかる工事請負契約 可決

議　案
第98号 財産の取得について　※史跡七尾城跡用地の取得 可決

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議会議案第12号 ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求
める意見書 可決

議会議案第13号 ＴＰＰ協定交渉に関する意見書 可決

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

請願番号 請　願　名 採決結果

継続請願第1号 演劇文化ゾーン整備に関する請願書 採択

請願第6号 平和安全法制２法案に反対する意見書の提出を求
める請願 不採択

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り
　　議案第82、84、91号（礒貝和典議員）
※垣内議長は、採決には加わりません。

※請願第6号は礒貝和典議員が賛成、他の議員は全て反対
※垣内議長は、採決には加わりません。

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。


